令和２年度　高等学校農業教育に関する実態調査について（依頼）

全国高等学校農場協会振興局

１　調査目的
　この調査は、全国すべての農業関係高等学校を対象として、高等学校農業教育の現状と課題を明らかにし、国および都道府県に対する緊急に改善すべき具体的要望事項の裏付けとなる資料を提供するためのものです。

２　対　象
農業関係学科を設置しているすべての高等学校

３　実施手順
　お手数をおかけいたしますが、各都道府県の全国理事の方は、次の手順で各校への配布及び回収・集約・提出をお願いいたします。

1 設問および回答シートは全国理事が全国高等学校農場協会ホームページ(http://www.zenkono.jp/)
からダウンロードし、メール等で各都道府県内すべての農業関係高校に配布する。

2 各校は、回答シートのうち自校の欄に必要事項を入力し、各都道府県の全国理事にメール等で送付する。各都道府県内全校回収期限：8月31日（月）

3 全国理事は、各都道府県内すべての農業関係高校から寄せられたデータを1つの回答シートに集約（コピー）して保存し、全国高等学校農場協会へメール等で送付する。事務局提出期限：9月4日（金）
（提出先：全国高等学校農場協会事務局メールアドレス　koho@nojokyokai.or.jp　）

４　その他
　　　不明の点は、全国高等学校農場協会事務局までメール等でお問い合わせください。


＜設問1＞　実験実習費に関する調査

Ⅰ　収入を伴う実験・実習費の調査
１　校種
ア　農業単独校
　　イ　農業学科と他の学科の併設
　　ウ　総合学科
　　エ　その他（　　　　　）

２　学校の農業関係学科の生徒数はどれくらいですか。総合学科の場合は農業科目を履修している生徒数を記入してください。また、定員数も教えて下さい。
・３学年合計の在籍生徒数（　　　　）名　・３学年合計の定員数（　　　　）名

３　令和元年度の農場売上金額をお答えください。　（　　　　　　　　　　）円

４　その中で最も収入の多い分野はどこですか。
ア　野菜関係　　イ　草花関係　　ウ　果樹関係　　エ　畜産関係　　オ　食品関係　
カ　お茶関係　　キ　水稲関係　　ク　その他（　　　　　）

５　令和元年度の農場支出金額をお答えください。　（　　　　　　　　　　）円

６　支出金額は売上金額の何％ぐらいを目安にしていますか。
ア　90％未満　　　イ　90％以上～100％未満　　　ウ　100％（同額）　　エ　100％を超える

７　農場全体の共通経費として、どのような費目を計上していますか。（複数回答可）
ア　水道代　　イ　ガス代　　ウ　電気代　　エ　暖房費　　オ　修繕費　　カ　農薬費　
キ　共済費　　ク　その他（　　　　　　　　　）

８　農場共通経費に関しての御意見がありましたらお書きください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９　農場売上金額が予定額を上回った場合、当年度予算に増額して分配されますか。
ア　上回った金額が分配される。
イ　上回っても影響はない。
ウ　その他（　　　　　　　　　　　）

10　農場売上金額が予定額を上回った場合、次年度予算に増額して分配されますか。
ア　上回った金額が分配される。
イ　上回っても影響はない。
ウ　その他（　　　　　　　　　　　）

Ⅱ　収入を伴わない実験・実習費の調査
１　農業単独校のみ、お答えください。
（１）農業科の実験・実習費の総額はいくらですか。　　総額（　　　　　　　　）円

（２）そのうち生産を伴う学科と伴わない学科の生徒一人当たりを比較すると、
ア　生産を伴う学科の方が多い。
イ　生産を伴わない学科の方が多い。
ウ　学科に関係なく同一

（３）分配基準について
ア　生徒数が分配基準である。
イ　学科数が分配基準である。
ウ　分配基準は特にない。

２　併設校及び総合学科校のみ、お答えください。
（１）農業に関する実験・実習費の総額はいくらですか。　　　総額（　　　　　　　　）円

（２）農業に関する学科と農業科の以外の生徒一人当たりを比較すると、
ア　農業に関する学科の方が多い。
イ　農業科の以外の方が多い。
ウ　学科に関係なく同一

（３）分配基準について
ア　生徒数が分配基準である。
イ　学科数が分配基準である。
ウ　分配基準は特にない。

＜設問２＞　農場基盤及び施設・設備の整備に関する調査

Ⅰ　農場基盤整備に関すること
農場基盤とは、農道、圃場区画、圃場の排水、土壌改良、農場全体の排水路、灌漑設備等です。
１　今の貴校の農場面積は、学科構成や生徒数に照らして適正ですか。
　　ア　適正　　　　イ　ほぼ適正　　　　ウ　大きすぎる　　　エ　小さすぎる
　　
２　貴校で農場基盤の整備を必要としていますか。
　　ア　必要としている　　イ　必要ない
　
　３　ア　必要としていると回答した場合はどのような整備を必要としているかお答えください。（複数可）
　ア　圃場や農場の排水関係
　イ　灌漑設備
　ウ　土壌・土質の改良
　エ　圃場の区画整備
　オ　農道の整備・舗装
　カ　農地の整備・統合
　キ　その他

４　貴校で、令和元年度に実施された農場基盤整備に関する事業がありましたらお答えください。（複数可）
　ア　圃場や農場の排水関係
　イ　灌漑設備
　ウ　土壌・土質の改良
　エ　圃場の区画整備
　オ　農道の整備・舗装
　カ　農地の整備・統合
　キ　その他

Ⅱ　施設・設備の整備に関すること（※施設・設備には、施設・設備に備えられる備品を含むこととする。）
１　貴校で農業教育に関する施設・設備は、十分に整備されていますか。
　　　ア　十分に整備されている
イ　ほぼ整備されている
ウ　やや不十分である
エ　かなり不十分である

２　施設・設備の整備が不十分であると回答した場合（ウ・エと回答をした場合）の理由を、次のうちから選んでください。該当項目が複数ある場合はすべて選んでください。
　ア　新しい技術や指導内容に対応した施設・設備の整備が不十分である。
　　イ　施設・設備が老朽化しているにもかかわらず、更新が十分にできない。
　ウ　学科再編等に伴う施設・設備の整備が不十分である。
　エ　その他
　
３　施設・設備の整備が不十分であると回答した場合（ウ・エと回答をした場合）、整備計画がありますか。
　　ア　整備計画がある
　　　イ　整備計画はない
　　　ウ　作成中である
  
　４　3のイ　整備計画はないと回答した場合、その理由をお答えください。
　　　ア　学校・学科再編等で見通しが立たない。
　　　イ　必要性は感じているが計画を立てていない。
　　　ウ　その他

５　２のアに回答した場合、新しい技術や指導内容に対応した施設として貴校で最も必要と思われるものは何か、具体例を一つあげてください。例：６次産業化に関する研究活動に必要な食品加工施設
  
６　２のイに回答した場合、下記の施設・設備の現況について、具体的にどのような状態か、また取得した年代はいつかを下記の記号でご記入ください。
　※「取得した年代」とは、現在使用している施設・設備が学校に設置及び導入された年代です。該当物品が複数ある場合は、現在使用中のもので最も古い物品の取得した年代をご記入ください。
　（１）農場管理室などの管理棟　　　　　　　　　（２）資材運搬及び生徒輸送に関する一般車両
（３）大型の農業機械・重機類　　　　　　　　　（４）生物生産に関わる実験室と関連設備
　（５）園芸作物栽培用の温室と関連設備　　　　　（６）収穫物等の調製室・資材庫など
　（７）畜舎と関連施設・設備　　　　　　　　　　（８）バイオテクノロジー関連施設・設備
　（９）食品・微生物関連実験設備　　　　　　　　（10）食品製造・加工に関する施設・設備
　（11）農業土木関連施設・設備　　　　　　　　　（12）造園関連施設・設備
　（13）パソコン室の施設・設備　　　　　　　　　（14）生物活用の指導に関する施設・設備
　（15）グリーンライフの指導に関する施設・設備　（16）環境に関わる学習に関する施設・設備
	状態　ア：使用不可　　イ：使用できるが安全性に問題がある　　ウ：使用できるが衛生上問題がある
　エ：使用できるが利便性に問題がある　オ：使用上問題はない

	年代　ア：1950年代まで（昭和34年度まで）　　　イ：1960年代（昭和35年度～昭和44年年度）
　ウ：1970年代（昭和45年度～昭和54年度） エ：1980年代（昭和55年度～平成元年度）
　オ：1990年代（平成２年度～平成11年度）　カ：2000年代（平成12年度～平成21年度）
　キ：2010年代（平成22年度～令和元年度）  ク：2020年代（令和2年度～）



７　貴校で現在、整備や更新を考えている施設・設備があれば、下のア～チから選び、優先順に5つ以内でお答えください。

８　貴校で令和元年度に整備された主な施設・設備（備品）があれば、下のア～チからお選びください。（複数可）

　ア　農場管理室などの管理棟
　イ　資材運搬及び生徒輸送に関する一般車両
ウ　大型の農業機械・重機類
　エ　生物生産に関わる実験室と関連設備
　オ　園芸作物栽培用の温室と関連設備
　カ　収穫物等の調製室・資材庫など
　キ　畜舎と関連施設・設備
　ク　バイオテクノロジー関連施設・設備
　ケ　食品・微生物関連実験設備
　コ　食品製造・加工に関する施設・設備
　サ　農業土木関連施設・設備
　シ　造園関連施設・設備
　ス　パソコン室の施設・設備
　セ　生物活用の指導に関する施設・設備
　ソ　グリーンライフの指導に関する施設・設備
　タ　環境に関わる学習に関する施設・設備
　チ　その他

　９　貴校での環境に配慮した農場施設の導入について、下記から選んで記号を記入してください。
　①　太陽光発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
　②　風力発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
　③　水力発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
④　地熱冷暖房システム（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
⑤　バイオ利用エネルギ―施設（堆肥化、メタン発酵、バイオエタノール、バイオディーゼル等）
（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
⑥　次世代施設園芸導入加速化支援事業（植物工場など）
（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）

＜設問３＞　実習助手の実習教諭免許（単位）取得に関する調査

Ⅰ　調査対象者に関すること
１　実習教諭・実習助手等、実習に携わる職員の配置があるか、○×を選択してお答えください。
　　　　ある → ○　　　　　ない → ×

２　１の問いで ア と答えた学校では、実習に携わる職員は何人いるか、年代別にお答えください。
　ア　実習教諭　　計（　　　　）人　　　　　ア－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－６　６０代職員　　（　　　　）人
　イ　実習助手　　計（　　　　）人　　　　　イ－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－６　６０代職員　　（　　　　）人
　ウ　期限付等　　計（　　　　）人　　　　　ウ－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－６　６０代職員　　（　　　　）人
　　　エ　再 任 用　　計（　　　　）人　　　　　エ－１　６０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ－２　その他　　　　（　　　　）人

　３　２の ア 実習教諭の中で、高校一種免許状（実習）を取得している職員が何人いるかお答えください。
　　　ア　実習教諭　　　（　　　　）人

　４　２の ア 実習教諭の中で、令和元年度までに実習助手から任用替えした職員が何人いるかお答えください。
　　　ア　実習教諭　　　（　　　　）人

５　２の ア 及び イ の職員の中で、免許認定講習の受講を希望する職員が何人いるか、年代別にお答えください。
　ア　１０代職員　　（　　　　）人
　イ　２０代職員　　（　　　　）人
　ウ　３０代職員　　（　　　　）人
　エ　４０代職員　　（　　　　）人
　オ　５０代職員　　（　　　　）人

Ⅱ　修得単位に関すること
１　農業関係科目（必修４単位）の修得単位数を、修得した単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　４単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　３単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　２単位　　　　（　　　　）人
エ　１単位　　　　（　　　　）人
オ　０単位　　　　（　　　　）人

２　職業指導（必修１単位）の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　１単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　０単位　　　　（　　　　）人
３　教育の基礎理論に関する科目の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　３単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　２単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　１単位　　　　（　　　　）人
　　　エ　０単位　　　　（　　　　）人

４　教育課程や指導法、生徒指導、教育相談、進路指導に関する科目の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　５単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　４単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　３単位　　　　（　　　　）人
　　　エ　２単位　　　　（　　　　）人
　　　オ　１単位　　　　（　　　　）人
　　　カ　０単位　　　　（　　　　）人

５　令和元年度に実施された東京農業大学または酪農学園大学の認定講習会に参加した人数をお答えください。
　ア　東京農業大学　（　　　　）人
　イ　酪農学園大学　（　　　　）人

Ⅲ　全国理事にお尋ねします。
実習教諭又は実習助手に関する規程として、各都道府県独自の規程がありましたらお答えください。

（例）
・採用になった時点で職名は「実習教諭」である。
・退職するまで職名は「実習助手」である。
・実習教諭になるためには、認定講習にて単位を取得した後に試験を受けて合格しなければならない。

＜設問４＞　農業最先端技術（スマート農業等）研修に関する調査　

近年、情報通信技術を始め、AIやロボット等の最先端技術の急速な進展に伴って、大型農業機械やシステム化による農作業の省力化、軽労化が図られたスマート農業の拡大が進んでいる。これらの状況を踏まえ、今後農業教育が的確に対応していくための教員の研修についてお伺いします。

※回答記入について　①アイウエオ等記号選択の部分は対象箇所に数字の1(半角)を記入してください。　
②その他（人数、日数）の数字も半角で記入してください。　
③列の変更は絶対にしないでください。

Ⅰ　貴校の設置学科を回答してください。（複数回答可）
①生物生産系学科（農業・園芸・畜産・バイオテクノロジー・農業機械等）
②環境系学科（森林・林業、農業土木・造園等）
③資源活用・ヒューマンサービス系学科（食品・流通・経営・生活・ヒューマンサービス等）
④総合学科
⑤その他（　　　　　　　）

Ⅱ　授業での取り組みについて回答してください。
　１.は取り組みを実施（予定含む）した学校が回答してください。
２.は取り組みのなかった学校が回答してください。
　　３.はすべての学校で回答してください。

　　１.昨年度まで、または今年度以降、最先端技術（スマート農業等）に対応した授業や授業外で対応した取り組みを実施（予定）している学校。
　　（1）昨年度までの取り組み
　　　　　どのような内容で実施されましたか。名称と内容を回答してください。
　　　　　名称（　　　　　　　　　　　　）　内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（2）今年度の取り組み（来年度以降の予定含む）
　　　どのような内容で実施されましたか（予定も含む）。名称と内容をお答えください。
　　名称（　　　　　　　　　　　　）　内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（3）校内でのカリキュラムでの扱い
　　　　最先端技術（スマート農業等）について、授業での展開をお考えですか。
①今後導入する予定である。
　　　　・授業科目（　　　　　　　）
・学校行事（　　　　　　　）
・単発的な活動（　　　　　　　）
②導入の予定はない。
　　　
２.今年度授業内で実施していない学校
　　（1）来年度以降に向け検討中であるが、内容は未定である。
　　（2）来年度以降に具体的な取り組みが決まっている。
　　　①生徒（授業等）（　　　　　　　　　　　　）
　　　②教員（研修等）（　　　　　　　　　　　　）
　　（3）来年度実施の予定はない。

３.今後、最先端技術（スマート農業等）に対応できる人材を育成するためにはどのような研修が必要であるとお考えですか。（複数回答可）
①先進農家による研修
　　②農業法人による研修
　　③農業教育機関（大学・大学校）による研修
　　④農業関連試験場による研修
⑤先端技術関連企業による研修
　　⑥海外研修
⑦その他（　　　　　　　　　　　）

Ⅲ　各校における農業科教職員の最先端技術（スマート農業等）導入に向けた技術向上に関する研修の実態について。
１．昨年度までに最先端技術（スマート農業等）研修に参加・実施した農業教職員はいますか。
　　ア　いる　　　イ　いない
（ア　いる）と回答した学校は以下の　２.から８.　の設問に回答してください。
[bookmark: _Hlk46392725]（イ　いない）と回答した学校は以下の　Ⅳ　の設問に回答してください。

２．貴校において最先端技術（スマート農業等）研修に参加した農業科教職員の所属学科人数（延べ人数可）をそれぞれ回答してください。
①生物生産系学科（農業・園芸・畜産・バイオテクノロジー・農業機械等）
②環境系学科（森林・林業、農業土木・造園等）
③資源活用・ヒューマンサービス系学科（食品・流通・経営・生活・ヒューマンサービス等）
④総合学科
⑤その他（　　　　　）

３．貴校農業科職員が参加した最先端技術（スマート農業等）研修の研修名、研修内容を回答してください。
（複数回答可）
　　研修名（　　　　　　）
　　研修内容（　　　　　　）

４．貴校農業科教職員が参加した最先端技術（スマート農業等）研修の研修日数を回答してください。
　※複数ある場合は最短日数と最長日数を回答してください。
（　　　）日
５．最先端技術（スマート農業等）研修の研修日数は十分確保されていますか。
　　ア　十分に確保されている
　　イ　ある程度確保されている
　　ウ　あまり確保されていない
　　エ　まったく確保されていない
　　オ　その他（　　　　　　　　　　）
	
６．最先端技術（スマート農業等）研修における費用負担についてあてはまるものを回答してください。
（複数可）
ア　関係省庁から全額援助を受けた。
イ　関係省庁から一部援助を受けた。
ウ　都道府県から全額援助を受けた。
エ　都道府県から一部援助を受けた。
オ　民間企業（団体・有志・PTA）から全額援助を受けた。
カ　民間企業（団体・有志・PTA）から一部援助を受けた。
キ　学校の予算で全額負担した。
ク　学校の予算で一部負担した。
ケ　教員の私費で全額負担した。
コ　その他（　　　　　　　　　）

７．最先端技術（スマート農業等）研修における必要なサポートがあれば回答してください。
（　　　　　　　　　　　）

　８.今年度以降の最先端技術（スマート農業等）研修参加・実施について
[bookmark: _Hlk46394590]　　（1）今年度以降に最先端技術（スマート農業等）研修に参加・実施（予定含む）した農業科教職員はいますか。
　　　ア　いる　　　イ　いない
（2）農業科職員が参加・実施（予定含む）した最先端技術（スマート農業等）研修の研修名、研修内容を回答してください。（複数回答可）
　　　研修名（　　　　　　　）　
　　　研修内容（　　　　　　　）

Ⅳ　Ⅲ-１.で（イ　いない）と回答した学校のみ回答してください。
　　貴校で農業科教員が最先端技術（スマート農業等）研修に参加（実施）しなかった理由があれば回答してく
ださい。
　　①機会がなかった。
　　②授業計画や日程に余裕がなかった。
　　③予算のめどが立たなかった。
　④研修の必要はないから。
　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜設問5＞　各学科の教員配置数に関する調査

　（※アンケートの目的：農業教員は、普通科教員や他の専門教科教員と同様の業務を行う以外に、日々広大な農場の管理を行っており、学校現場の業務が煩雑化する現在、その負担は大変大きく、授業や生徒対応および、教職員の健康にも影響しかねない状況にあります。このような状況を改善し、より良い環境で充実した農業教育が実践されるためには、農業科教職員の負担を軽減することが第一であり、そのための最善策が、教職員数を適正に配置することです。　このアンケートは、農業関係学科における教員配置数の調査を行うことにより、農業教職員の適正配置および待遇改善を実現するための国への要望において活用できる資料とするためのものです。）

　　１．各学科の名称、教員配置をお答え下さい。

２．教員配置に関して特別な措置があれば、お答え下さい。（補正があるなど）

＜設問6＞　特殊勤務手当の支給状況に関する調査

調査目的
　農業は自然と共存し、生物生産を主体として営む産業であるので、特殊性の高い職務です。このような職務であることに対して、特殊勤務手当の支給を要望しています。
このアンケートは、農業教育に関する作業において支給される特別手当の支給状況を調査することにより、農業教育の特殊性を明らかにし、農業科教職員の待遇改善を促進するため国への要望に活用できる資料とするためのものです。
（１）特殊勤務手当の名称と対象となる作業、１回あたりの支給額をお答え下さい。

（２）特殊勤務手当の支給はどのようになっていますか。
　ア．支給対象となっている作業について、報告した分だけ満額支給される。
イ．年間の予算が決まっているため、予算額内になるよう職員で調整し要求している。
　ウ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）各校独自の支給がある場合には、お書き下さい。

（４）特殊勤務手当についてご意見がありましたらお書き下さい。

＜設問7＞　産業教育手当に関する調査

全国理事のみ、お答えください。

産業教育手当が支給されている場合。ありの欄に○　→　以下の設問をお答えください。
産業教育手当が支給されていない場合。なしの欄に○　→　お答えの必要はありません。

１　全日制課程における調査
産業教育手当の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他（再任用・非常勤等）

２　定時制課程（昼間・夜間）における調査
産業教育手当の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他（再任用・非常勤等）

※該当するお答えがない場合、必ず「該当なし」とお答えください。
※号俸等の違いにより複数お答えがある場合、その他の職がある場合は、備考欄をご活用ください。

＜設問8＞　外国籍越境入学に関する調査

第56回農業教育研究協議会第1日目の「農林水産高校を応援する会」の時に国会議員の先生方よりいくつかご質問を頂戴しました。その質問に回答するため、下記のアンケート調査をおこなうことになりました。
[bookmark: _GoBack]つきましては、ご多忙中誠に恐縮ですが、回答シートにご記入の上、令和2年9月4日までに農場協会事務局までご返送いただきますようお願い申し上げます。



以上で、設問は終了です。お忙しい中、ご協力いただいたことに深く感謝申し上げます。
入力・保存した回答シートは、メール等で各都道府県の全国理事あてに送付してください。
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-   1  -     令和 ２ 年度   高等学校農業教育に関する 実態 調査 について（依頼）     全国高等学校農場協会振興局     １   調査目的     この 調査 は、 全国すべての農業関係 高等学校 を対象 として 、 高等学校農業教育の現状と課題を明らかにし、 国および都道府県に対する 緊急に改善すべき具体的要望事項 の裏付けとなる 資料 を提供す るためのものです 。     ２   対   象   農業 関係 学科を設置している すべての 高等学校     ３   実施手順     お手数をおかけいた します が、 各都道府県の 全国 理事の方は、 次の手順で 各校への 配布 及び 回収・集約・提 出をお願いいた し ます。     ①   設問 および 回答 シート は全国 理事 が 全国高等学校 農場協会 ホームページ ( http://www.zenkono.jp/ )   から ダウンロードし 、 メール等 で 各 都道府県 内すべての 農業関係高校に 配布する。     ②   各校は、回答 シート のうち自校の欄 に必要事項を入力 し 、各都道府県の 全国理事 に メール等で 送付 す る 。 各都道府県内全校回収期限 ： 8 月 31 日（ 月 ）     ③   全国 理事 は、 各都道府県 内すべての農業関係高 校から寄せられたデータを 1 つの回答シートに 集約（コ ピー）して 保存し、 全国高等学校農場協会へ メール 等で 送付する。 事務局 提出 期限： 9 月 4 日（ 金 ）   （ 提出先：全国高等学校農場協会 事務局 メールアドレス   koho@nojokyokai.or.jp   ）     ４   その他       不明の点は、全国高等学校農場協会 事務局 まで メール等で お問い合わせくだ さい 。       ＜設問 1 ＞   実験実習費に関する調査     Ⅰ   収入を伴う実験・実習費の調査   １   校種   ア   農業単独校      イ   農業学科と他の学科の併設      ウ   総合学科      エ   その他（       ）     ２   学校の農業関係学科の生徒数はどれくらいですか。総合学科の場合は農業科目を履修している生徒数を 記入してください。また、定員数も教えて下さい。  

